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NE WS LE T TER
会社を発展させていくために

▶今年3人目の新入社員を迎えました。
　全社員56名（うちパート11名）の人財となりました。

▶「健康宣言」にもとづき、いのちが第一・いのちが
　基本の健康経営を推進してまいります。

はじめまして！　中野瞬と申します。
10月 1 日、遊文舎に入社しました。「ものづくり」という言葉に惹かれて、研修の

真っ最中ですので、今日は仕事のことより、僕個人の自己紹介を少しさせて頂きます。
僕の名前の「瞬」という字は 2 つ違いの姉の「優」という名前と“画数を同じにし

て仲良く過ごしてほしい！”と両親がつけてくれた名前です。小さいころに姉弟ゲン
カをすることはありましたが、おかげさまで、両親と祖母の 5 人家族でとても仲良く
過ごしてまいりました。

最近姉には子供が生まれ、僕も叔父さんになりました。甥っ子の名前は「昊（こう）」
といいます。姉と義兄が“大空にはばたくようにのびのび育ってほしい”と名前を付
けたそうです。僕も生まれる瞬間に立ち会い、辞典で一生懸命調べながら名前を考え
ている姿も近くで見ていました。こういう意味を持った名前はすてきだなと最近感じ
ています。ちなみに、僕の両親の時代には辞典はなかったようで、「瞬」は18画。「優」
は17画です。「瞬」という字には“瞬く間に過ぎる時間の瞬間瞬間を大切に生きる”
という意味もあるようです。とってつけたような名前ですが、お客様との貴重な時間
を精一杯大切にできるように精進してまいりますので、これからどうぞよろしくお願
いいたします。

「企業が従業員の健康に配慮することによって、経営面においても大きな成果が
期待できる」との視点から、経済産業省が進めている「健康経営優良法人認定制度」。

まだまだ耳慣れない言葉ですが、最近の政府の働き方改革や少子高齢化による労
働力不足対策の一環として、2017年からスタートしました。 2 回目の「健康経営優
良法人2018」では、大規模法人部門＝541、中小規模法人部門＝776が認定され、 1
回目から 2 回目で 2 倍以上に増え、今後はブームを巻き起こすかもしれません。

遊文舎は2019・中小規模法人部門の認定を目指して、日々様々な取組を進めてい
ます。

目標「ワークライフバランスを整え健康で働きやすい職場作りを目指す」
◦ノー残業デー取得率アップのための取組
◦健康をテーマにしたセミナーやスポーツ関連のイベントなどの企画
◦婦人科検診や健康診断の再検査を受けやすい環境づくりへの取組
これらの他にも社内の福利厚生や職場環境の充実という点も考慮し様々な取組を

行っており、従業員同士のコミュニケーションの機会がさらに増えたと感じていま
す。認定発表は2019年 2 月。その時にみなさまに良いご報告ができるよう取組を継
続させていきたいと思います。� （総務部　土井香織）

中野　瞬 ［東京支店 企画営業部］
Nakano Syun
年　齢│25歳
出　身│神奈川県横浜
趣　味│映画鑑賞（スターウォーズ・マーベル作品）
　　　　読書（最近面白かった本：コンビニ人間／
　　　　村田紗耶香）
出身校│総合学園ヒューマンアカデミー横浜校

アプリをダウンロードして
下の写真にスマホをかざすと動画が見れます！

動画の見方

遊文舎

1AR無料アプリ「COCOAR2」をダウンロード
■ iOS の場合
　「App Store」で「COCOAR2」と検索するか、QR コードからダウンロードしてください。
　※互換性：iOS07.0以降、iPhone、iPod および iPodtouch 対応。
■ AndroidOS の場合
　「Google Play」で「COCOAR2」と検索するか、QR コードからダウンロードしてください。
　※ Android 要件：4.0以上。

2「COCOAR2」を起動し、対象画像にスマートフォンなどの携帯端末をかざす

東京支店

新入社員
の

ご紹介

東京支店に若手の営業が入社しました。若手が
入社すると私も含めて先輩達の良い刺激になり
ます。戦力になること間違いないでしょう！
� （おっくん）

「健康経営優良法人認定」にチャレンジ中



▪今月の紙▪ 色上質　アイボリー
厚口

◦ 編 集 後 記 ◦
長居パークマラソンに私も参加していました。楽しんで走ろうと思っていましたが、他のランナーの足音に乱され、自分のペ

ースで走ろうと決めていたのに半分の距離でガス欠になりました。もっと練習が必要だと実感させられました（笑）。ただ、走
り終えると達成感はすごくありました。これをきっかけに、普段から健康のためにも走ることは続けていきたいと思います。
� （おっくん）

「チーム★ yubun」完走
リレーマラソンで生まれた一体感！

世界的に「健康ブーム」「健康志向の人が増えている」
などと言われていますが、私たち遊文舎メンバーは、先
日のリレーマラソンで完全燃焼しました。

それまでも私はたまにランニングをしていましたが、
5 月20日に宝ヶ池公園でのリレーマラソンに得意先の方
からお誘いがあり、遊文舎から 4 名が参加して、他社と
の混合チームで走りました。その時、非常に楽しかった
ことがきっかけで、ますますランニングに興味がわきま
した。

そんな折、11月 4 日の長居パークマラソンのハーフリ
レー部門は私たちに手頃だから参加してみようと思い付
き、社内で声掛けしました。今回は遊文舎のメンバーだ
けで、その名も「チーム★ yubun」と銘打ってエントリ
ーしたのです。本番に向けそこそこ練習しましたが、な
にせズブの素人集団、完走できるかどうかも心許ないも
のがありました。

そして当日、この日は11月とは思えないまるで初夏の
ような陽気で、走るのには最適な天気でした。 1 走目の
ランナーは助っ人で私の息子でした（笑）。非常に楽し
そうに、そして先頭集団に必死に食らいついて走る様子
に、メンバーは「いよいよ大会が始まった！」と言う気
持ちが合わさりテンションも上がり、応援にも熱が入り
ました。メンバーが一丸となり応援することも、チーム
でスポーツをする時の醍醐味だと思います。

2 走目は制作課の米田達生、 3 走目に営業推進課の磯
梨衣、 4 走目に同じく営業推進課の鈴木友紀、 5 走目の
企画営業部の奥村祐哉からタスキを受け取り、私が 6 走
目に走りました。

26チーム中14位と、初心
者ばかりのメンバーにして
はかなり善戦している中で、
メンバーからの声援を受け
て走ったので、普段より気

持ちよく走ることができました。長居公園を一周し、ラ
ストランナーである「チーム★ yubun」リーダーの企画
営業部の和田悟史にタスキを渡しました。残念ながら自
己ベストではなかったのですが、やはり完走した時の達
成感が一番ランニングしていて気持ちいい瞬間だと感じ
ています。和田がラスト100m の時点で、残りのメンバ
ー 6 人が和田のそばに寄り、全員でゴールテープを切り
ました。

現在、社内で「健康経営優良法人認定」に向けて取り
組んでいますが、リレーマ
ラソンを通じた快い一体感
で、健康で働きやすい職場
作りを私なりに目指したい
と思っています。

スタッフ趣
味の

マラソン
〜営業推進課 岡田美幸編

第14回


